
保
育
関
係
者
や
子
ど
も
を

抱
い
た
若
い
お
母
さ
ん
な
ど

多
数
の
参
加
者
が
講
堂
い
っ

ぱ
い
。
３
・
11
原
発
事
故
が

人
間
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響

を
「
原
発
や
め
よ
」
の
歌
と

ダ
ン
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
交
え
て
子
ど
も
を
守
る
決

意
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

江
東
区
の
公
立
保
育
園
で

働
く
保
育
士
さ
ん
が
、
「
安

心
し
て
預
け
ら
れ
る
保
育
園

と
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
保
育

現
場
の
声
を
代
表
し
て
報
告

し
ま
し
た
。

池
上
幸
江
国
立
健
康
栄
養

研
究
所
・
名
誉
研
究
員
（
上

円
内
写
真
）
は
「
原
発
で
変

わ
る
子
ど
も
た
ち
の
未
来
と
生
活
」

を
テ
ー
マ
に
、
「
食
品
・
水
の
放

射
能
汚
染
の
基
準
と
実
態
」
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

「
放
射
能
汚
染
か
ら
身
を
守
る
」

「
今
後
の
課
題
と
活
動
」
な
ど
豊

富
な
資
料
で
詳
し
く
報
告
。
放
射

能
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
便
秘

を
起
こ
さ
な
い
食
生
活
、
野
菜
果

物
の
効
能
な
ど
健
康
な
食
生
活
を

提
案
、
原
発
か
ら
撤
退
し
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
強
調
し

ま
し
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
猪
熊
弘
子

氏
は
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
」
に
つ
い
て
父
母
の
立
場
か

ら
、
「
保
育
環
境
の
基
準
の
切
り

下
げ
」
「
サ
ー
ビ
ス
を
『
売
る
』

『
買
う
』

の
間
柄
」

に
な
り
、

「
子
ど
も

の
権
利
」

で
は
な
く
「
経
済
か
ら
考
え
た
」

保
育
制
度
で
、
保
育
の
質
の
低
下
、

保
育
環
境
の
不
安
定
化
を
生
み
出

す
制
度
だ
と
し
て
、
９
つ
の
問
題

点
を
あ
げ
、
こ
れ
で
は
公
的
保
育

が
な
く
な
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

集
会
後
、
「
保
育
園
の
民
営
化

11
月
９
日
、
江
東
社
会
保
障

学
校
が
産
業
会
館
で
、
会
場
を

埋
め
尽
く
す
90
名
の
参
加
者
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
青
柳
副
会

長
は
「
民
主
党
政
権
後
、
障
害

者
自
立
支
援
法
の
改
正
素
案
を

つ
く
っ
た
が
、
厚
労
省
は
金
が

か
か
り
過
ぎ
る
と
難
色
を
示
し
、

後
戻
り
を
し
よ
う
と
い
る
。
社

会
保
障
の
後
退
を
許
さ
ず
、
充

実
に
向
け
み
な
さ
ん
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

二
宮
厚
美
神
戸
大
学
教
授
は

「
脱
構
造
改
革
！
新
福
祉
国
家
へ

の
道
」
と
題
し
て
講
演
、
要
旨

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
野
田
政
権
は
貧
富
の
差
の

拡
大
を
も
た
ら
し
た
小
泉
構
造

改
革
へ
回
帰
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
加
入
、
消
費
税

引
き
上
げ
、
地
域
主
権
の
導
入
、

と
り
わ
け
、
社
会
保
障
を
オ
ト

リ
に
使
っ
て
消
費
税
を
増
税
す

る
作
戦
で
国
民
の
善
意
の
声
を

巧
み
に
利
用
し
、
消
費
税
を
社

会
保
障
目
的
税
化
し
よ
う
と
し

て
い
る
、
し
か
し
、
そ
れ
は
み

ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
で
つ

く
り
、
み
ん
な
で
支
え
る
と
い

う
共
助
・
連
帯
と
し
て
の
社
会

保
障
へ
変
質
さ
せ
、
憲
法
25
条

の
国
に
よ
る
生
存
権
保
障
と
い

う
基
本
理
念
を
捨
て
、
社
会
保

険
の
保
険
主
義
化
の
進
行
と
自

治
体
に
お
け
る
『
共
助
・
協
働

の
福
祉
化
』
『
自
治
体
福
祉
の

市
場
化
』
を
も
た
ら
す
も
の
で

あ
る
。
江
東
区
の
行
財
政
計
画

案
も
財
政
が
豊
か
に
も
か
か
わ

ら
ず
職
員
削
減
、
業
務
の
民
間

委
託
の
推
進
、
保
育
園
の
民
営

化
の
手
法
な
ど
自
治
体
の
経
営

化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

憲
法
が
指
し
示
す
福
祉
国
家

の
原
則
で
あ
る
社
会
保
障
は
、

必
要
な
人
に
充
足
さ
れ
、
経
費

は
応
能
負
担
の
原
則
に
立
ち
、

富
裕
層
や
大
企
業
な
ど
持
て
る

層
に
は
税
や
社
会
保
険
料
等
相

当
な
負
担
を
し
て
も
ら
う
財
源

制
度
の
再
構
築
が
必
要
。
そ
の

た
め
に
は
社
会
保
障
・
税
一
体

改
革
の
名
で
進
む
事
実
上
の

『
大
連
立
政
治
』
へ
の
対
抗
す

る
運
動
を
強
め
な
け
ば
な
ら
な

い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

大
震
災
か
ら
８
カ
月
の

11
日
、
野
田
首
相
が
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
出
発
す
る
前

日
に
国
会
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を

め
ぐ
っ
て
集
中
論
議
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
▼
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
で
の
成
長
力
を
と
り
こ
む
」

と
首
相
が
具
体
的
に
あ
げ
た
の
は

「
10
年
間
で
２
・
７
兆
円
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
伸
び
」
。
こ
れ
は
「
農
林
水

産
物
の
生
産
額
４
兆
５
０
０
０
億

円
、
関
連
産
業
を
含
め
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ

８
兆
４
０
０
０
億
円
と
雇
用
３
４

０
万
人
の
減
少
」
と
い
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
を
推
定
し
た
農
水
省
の
試
算

の
前
に
ま
っ
た
く
説
得
力
を
失
っ

て
い
ま
し
た
▼
福
島
原
発
災
害
は

日
本
の
ル
ー
ル
な
き
資
本
主
義
の

原
発
版
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

貿
易
で
も
、
米
の
関
税
は
７
７
８

％
、
小
麦
２
５
０
％
に
し
て
お
き
、

毎
年
関
税
な
し
の
77
万
ト
ン
の
外

米
を
輸
入
し
、
小
麦
も
86
％
を
輸

入
に
た
よ
っ
て
、
日
本
の
農
業
の

衰
退
を
招
い
て
い
ま
す
▼
そ
の
要

因
は
、
大
企
業
の
自
動
車
や
電
気

製
品
の
輸
出
の
代
償
に
、
余
剰
農

産
物
輸
入
を
促
進
し
て
き
た
政
策

で
す
。
今
や
世
界
人
口
が
70
億
人

と
な
り
食
糧
需
要
が
増
え
続
け
て

い
く
な
か
で
、
豊
凶
に
左
右
さ
れ

る
食
糧
を
安
上
が
り
だ
か
ら
と
い
っ

て
外
国
に
依
存
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
▼
国
民
の
目
の
届
か
な
い
と
こ

ろ
で
、
原
発
輸
出
交
渉
や
Ｇ
20
で

の
消
費
税
増
税
表
明
、
そ
し
て
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
を
オ
バ
マ
大
統
領
へ
の

手
土
産
に
す
る
な
ど
、
圧
倒
的
な

世
論
に
背
を
向
け
る
野
田
政
権
が

亡
国
へ
の
道
に
踏
み
だ
す
こ
と
を

許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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区
議
会
第
４
回
定
例
会
は
11
月
24
日

～
12
月
14
日
ま
で
会
期
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

24
日
の
代
表
質
問
で
す
が
や
俊
一
区

議
は
、
①
周
囲
を
川
と
海
に
囲
ま
れ
る

な
ど
災
害
に
弱
い
区
の
特
徴
を
踏
ま
え

た
防
災
対
策
の
強
化

②
放
射
線
量
の

よ
り
詳
細
な
調
査
と
除
染
、
食
品
の
規

制
値
の
見
直
し
と
調
査
体
制
の
強
化
な

ど
放
射
能
汚
染
対
策
の
強
化

③
Ｔ
Ｐ

Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
問
題
の
3

点
に
つ
い
て
区
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し

た
。き

く
ち
幸
江
区
議
は
25
日
の
本
会
議

質
問
で

①
が
ん
検
診
の
有
料
化
や
民

間
委
託
拡
大
、
職
員
削
減
に
よ
る
区
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
行
革
問
題

②

介
護
保
険
制
度
の
改
定
問
題
や
特
養
ホ
ー

ム
の
増
設
要
求
、
高
齢
者
の
住
宅
問
題

③
歴
史
認
識
と
教
科
書
問
題
、
35
人
数

学
級
の
着
実
な
実
施
、
教
育
費
負
担
の

軽
減
に
つ
い
て
区
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま

し
た
。

今
議
会
で
は
、
共
産
党
区
議
団
が
提

出
し
た
国
民
健
康
保
険
料
の
負
担
軽
減

す
る
た
め
の
条
例
案
が
医
療
介
護
特
別

委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

同
条
例
案
は
、
今
年
度
か
ら
保
険
料

算
定
方
式
が
変
更
さ
れ
、
子
ど
も
や
お

年
寄
り
、
障
害
者
な
ど
扶
養
家
族
が
多

い
世
帯
に
大
き
な

負
担
増
と
な
っ
た

事
か
ら
、
こ
の
負

担
を
軽
減
す
る
た

め
に
提
出
し
た
も

の
で
す
。

今
議
会
で
は
、
区
の
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
施
設
や
区
民
館
な
ど
の
使
用
料
の
見

直
し
（
値
上
げ
）
な
ど
「
行
革
」
の
具

体
的
な
中
身
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と

も
に
、
区
民
農
園
利
用
料
を
２
倍
に
す

る
条
例
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
江
東
区
は
８
２
３
憶
円
も
の

基
金
を
持
ち
、
毎
年
の
財
政
状
況
も
、

監
査
報
告
で
あ
ら
ゆ
る
指
標
が
健
全
と

評
価
さ
れ
る
ほ
ど
良
好
で
す
。

く
ら
し
が
大
変
な
区
民
に
新
た
な
負

担
増
を
押
し
付
け
た
り
、
民
間
委
託
の

拡
大
で
、
正
規
職
員
を
減
ら
し
、
低
賃

金
の
非
正
規
労
働
者
に
置
き
換
え
る
、

財
政
上
の
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
行
革
」
に
対
す
る
各
党
の
態
度
が

明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

委
員
会
傍
聴
に
も
是
非
お
い
で
下
さ

い
。

「子ども・子育て新システム」「原発」……

「子どもの未来を語るつどい」
10
月
30
日
第
四
大
島
小
学
校
で
開
か
れ
た
「
第

23
回
子
ど
も
の
未
来
を
語
る
つ
ど
い
」
。
主
催
は
、

区
内
で
働
く
保
育
園
、
学
童
保
育
、
父
母
の
会
、

労
働
組
合
な
ど
で
構
成
す
る
同
実
行
委
員
会
。
こ

の
つ
ど
い
に
は
２
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

反
対
の
運
動
に
参
加
し
た
経
験
か

ら
『
新
シ
ス
テ
ム
』
の
話
を
さ
れ

た
の
で
と
て
も
よ
く
わ
か
っ
た
」

と
感
想
を
き
き
ま
し
た
。

た
め
こ
み
よ
り
も

区
民
福
祉
増
進
を
！

共
産
党
が
国
保
負
担
軽

減
の
条
例
提
案

行
革
を
す
す
め
る

根
拠
な
し
！



講
師
の
松
田
周
平
さ
ん
（
税
理

士
）
は
「
消
費
税
が
導
入
さ
れ
て

23
年
、
な
か
み
は
大
企
業
、
高
所

得
者
の
減
税
だ
っ
た
」
と
述
べ
、

法
人
税
減
税
の
財
源
に
消
費
税
が

使
わ
れ
て
き
た
こ
と
、
証
券
優
遇

税
制
な
ど
に
よ
り
所
得
が
1
億
円

以
上
の
高
額
所
得
者
の
税
率
は
、

所
得
が
高
く
な
る
ほ
ど
低
く
な
っ

て
い
る
事
実
を
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
「
消
費
税
は
事
業
者
に
か

か
る
税
金
。
消
費
税
を
お
客
さ
ん

か
ら
、
取
っ
て
も
取
ら
な
く
て
も

納
め
な
く
て
は
い
け
な
い
。
大
企

業
は
価
格
に
転
嫁
で
き
る
が
、
町

の
中
小
企
業
は
そ
れ
が
で
き
な
い
」

と
話
し
、
中
小
業
者
に
と
っ
て
は

ま
さ
に
営
業
破
壊
税
に
な
る
と
語

り
ま
し
た
。
ま
た
意
外
に
知
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
と
し
て
「
輸
出
戻

し
税
」
の
存
在
を
指
摘
。
「
ト
ヨ

タ
、
ソ
ニ
ー
、
キ
ャ
ノ
ン
な
ど
輸

出
企
業
に
は
年
間
2
兆
円
が
輸
出

戻
し
税
と
し
て
還
付
さ
れ
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
森
外
米
蔵
代
表
か

ら
、
来
年
４
月
１
日
ま
で
に
、
新

た
な
５
０
０
万
署
名
を
集
め
る
全

国
の
運
動
に
呼
応
し
、
署
名
・
宣

伝
行
動
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
Ｇ
20
で
、
野

田
首
相
が
消
費
税
を
上
げ
る
と
勝

手
に
公
約
し
た
。
こ
ん
な
国
民
を

馬
鹿
に
し
た
話
し
は
な
い
」
と
怒

り
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

江
東
区
医
師
会
か
ら
は
、
会
長
、

副
会
長
、
総
務
部
長
が
懇
談
に
出

席
し
ま
し
た
。

懇
談
の
中
で
医
師
会
側
か
ら

「
民
主
党
政
権
が
検
討
し
て
い
る

受
診
時
定
額
負
担
制
度
や
混
合
診

療
問
題
は
、
低
所
得
者
の
受
診
抑

制
に
つ
な
が
る
の
で
反
対
」
「
消

費
税
は
医
療
機
関
に
と
っ
て
大
き

な
負
担
、
増
税
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
「
子
ど
も
の
予
防
接
種
は

費
用
負
担
が
重
い
の
で
、
助
成
金

の
増
額
を
」
「
江
東
区
の
前
立
腺

が
ん
健
診
の
対
象
年
齢
拡
大
」

「
介
護
予
防
の
強
化
」
災
害
対
策

で
は
「
水
の
貯
蓄
で
は
な
く
浄
水

器
を
設
置
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
区

政
に
対
す
る
要
望
が
語
ら
れ
ま
し

た
。共

産
党
区
議
団
か
ら
は
、
き
く

ち
幸
江
幹
事
長
が
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
に
立
ち
、
区
政
の
状
況
を
報

告
し
、
い
た
だ
い
た
要
望
は
区
政

に
反
映
し
て
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

な
お
江
東
区
医
師
会
で
は
「
受

診
時
定
額
負
担
反
対
署
名
」
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ う と う 民 報 ２０１１年 １１月号 №８５ －２－

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団
・
あ
ぜ
上
三
和
子
事
務
所

医
療
問
題
等
で

江
東
区
医
師
会
と
懇
談

深川の地名は深川八郎右衛門の名からきて
います。徳川家康が狩猟にきて八郎右衛門に
この地名を聞いたので、一円の茅野で定まっ
た地名はないと答えたところ「それなら汝の
苗字を村名に」と言われました。
1596年、彼は小名木川北岸で、今の新大橋・
常盤・高橋・森下・猿江・住吉と墨田区立川・
菊川など27か村を開拓、深川村を唱えてその
名主となり、子孫が相続しました。
同じ頃、野口次郎左衛門がその南岸で、白

河・三好・高橋・海辺・石島などで海辺新田
をひらきました。
この時期に江東区で開発されていたのは深
川村・海辺新田・亀戸村だけで、河川を開削
するときに浚った揚げ土と江戸府内の塵芥に
よる埋め立てで、葛飾郡西葛西領に属してい
ました。
深川八郎右衛門は住んでいた深川元町（森

下1丁目）に神明宮を造り、菩提寺として泉
養寺をたてました。彼は1660年10月27日に死
去。その子孫の八郎右衛門は1658年頃にも砂
村方面（東砂6丁目）に八郎右衛門新田を開
拓し、住居を深川本村（猿江あたり、横十間
川に本村橋がある）に移しました。先祖が葬
られた泉養寺もともに猿江に移ったようです
が、その後、昭和の初めに千葉・市川市国府
台に移転しました。
深川家は七代目八郎右衛門のとき、深川在
方組合の跡式（遺産・不動産、またはその相
続）の引継ぎのさいの不正で、彼が一同の罪
を引き受けて一か月余入牢。出牢してまもな
く死亡（1757年11月30日）して深川家は断絶
しました。（その後、138年余も名主を務め
た旧家が無縁になっていることを歎いた深川
26町の惣代が、毎年3貫文を泉養寺に寄付し
て供物香花で供養したという記録が残ってい
ます。）

「深川氏による新田開発」 概説

（４）深川神明宮

〜
行
事
日
程
〜

12
月
11
日
（
日
）

「
世
直
し
・

雷
大
行
進
」

10
時

浅
草
花
川
戸
公
園

東
部
総
行
動

12
月
15
日
（
木
）

「
江
東
区
行
財
政
改
革
計

画
ミ
ニ
学
習
会
」
18
時
30

分

江
東
大
運
動
実
行
委
員

会
12
月
16
日
（
金
）

「
消
費
税

廃
止
宣
伝
・

署
名
行
動
」
17
時
30
分

東

陽
町
西
口

江
東
各
界
連

11
月
４
日
、
江
東
各
界
連
は

「
消
費
税
増
税
反
対
大
学
習
会
」

を
江
東
区
産
業
会
館
で
開
催
し
ま

し
た
。

11
月
13
日
、
江
東
革
新

懇
・
江
東
区
労
連
女
性
部

は
「
東
京
大
空
襲
爆
心
地
・

深
川
地
域
を
歩
く
」
を
行

い
、
30
名
が
参
加
し
ま
し

た
。１

９
４
５
年
3
月
10
日

0
時
8
分
、
木
場
２
丁
目
、

白
河
２
丁
目
、
そ
の
後
、

三
好
１
・
２
丁
目
付
近
に

も
焼
夷
弾
が
落
と
さ
れ
、

深
川
地
域
は
火
の
海
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
空
襲
警
報

が
鳴
っ
た
の
は
０
時
15
分

で
し
た
。
多
く
の
人
は
火

の
手
か
ら
逃
れ
る
た
め
に

川
に
飛
び
込
み
ま
し
た
が
、

辺
り
一
面
は
煙
に
包
ま
れ

二
酸
化
炭
素
中
毒
で
亡
く

な
る
方
も
い
ま
し
た
。

当
時
の
惨
状
を
物
語
る

石
碑
は
、
普
段
何
気
な
く

通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
場
所

に
多
く
あ
り
、
ゆ
っ
く
り

と
平
和
を
噛
み
し
め
な
が

ら
歩
き
ま
し
た
。

そ
の
後
行
っ
た
交
流
会

に
は
10
名
が
参
加
。
参
加

者
か
ら
は
「
訪
れ
た
慰
霊

碑
に
は
香
華
が
供
え
ら
れ

て
い
て
、
犠
牲
者
を
思
う

気
持
ち
が
60
年
以
上
た
っ

た
今
で
も
残
っ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
た
」
と
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

東京大空襲爆心地・深川を歩く
江東革新懇・江東区労連女性部

白
河
戦
災
地
蔵
尊

11
月
11
日
、
日
本
共
産
党
江
東
区
議
団
と
あ
ぜ
上
三
和
子
事

務
所
は
、
国
政
で
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
医
療

問
題
等
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

消費税増税ノー！暮らしを守る公平な税制を！

消費税増税反対大学習会

〜
お
知
ら
せ
〜

日
本
共
産
党
江
東
地
区
政
策
委
員

会
は
、
政
策
討
議
資
料
を
作
成
し
ま

し
た
。
各
団
体
で
の
学
習
会
な
ど
で

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
原
発
災
害
を
考
え
る

・
原
発
災
害
対
策
の
財
源
問
題
に
つ

い
て

・
江
東
区
議
団
「
放
射
能
の
危
険
か

ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
」

・
国
民
健
康
保
険
料
値
上
げ
問
題

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
（
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
）




